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は
じ
め
に

国
語
に
お
け
る
漢
語
の
受
容
を
歴
史
的
に
考
究
す
る
上
で
、
個
々
の
漢
語
の
出
自
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
な
側
面
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
日
本
で
漢
語
が
使
用
さ
れ
る
場
合
、
総
て
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
・
場
面
に
お
い
て
は
ぽ
同
等
に
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
反
面
、
往
々
に

し
て
特
定
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
・
場
面
に
偏
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
偏
り
が
、
漢
語
の
出
自
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
に
お
い
て
仏
教
的
な
文
章
・
場
面
に
お
い
て
偏
っ
て
使
用
さ
れ
る
漢
語
は
仏
典
出
自
で
あ
る
こ
と
が
多

ヽ

一

〇

、
．
＞

こ
の
よ
う
な
漢
語
の
出
自
の
解
明
は
、
出
典
と
な
る
一
つ
の
文
献
を
特
定
す
る
こ
と
こ
そ
困
難
で
は
あ
る
が
、
漢
籍
系
漢
語
か
仏
典
系
漠



（1）

語
か
と
い
う
二
種
の
分
類
に
お
い
て
把
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
多
く
の
漢
語
の
出
自
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

更
に
近
年
で
は
、
仏
典
の
下
位
分
類
、
伝
記
資
料
の
特
立
や
、
出
自
の
複
層
性
等
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
、
大
き
な
成
果
が
挙
げ
ら

（2）
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
大
き
く
漢
籍
系
漢
語
と
仏
典
系
漢
語
と
に
分
類
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
散
文
・
韻
文
、
或
い
は
漢
訳
仏
典
・

伝
記
等
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
、
そ
こ
に
使
用
さ
れ
る
漢
語
を
抽
出
・
分
析
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
疑
問

と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
漢
籍
系
漢
語
・
仏
典
系
漢
語
と
の
間
に
考
え
ら
れ
る
性
格
の
相
違
が
何
で
あ
る
の
か
が
述
べ
ら
れ
な
い
ま
ま
に

分
類
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
籍
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
漢
語
で
あ
る
の
か
、
仏
典
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

漢
語
で
あ
る
の
か
と
い
う
、
流
入
経
路
を
重
視
し
て
お
り
、
経
路
の
違
い
が
漢
語
そ
の
も
の
の
性
格
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
、

或
い
は
関
連
し
な
い
も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
特
に
述
べ
ら
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
山
田
孝
雄
博
士
は
、
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
「
今
日
の
雅
正
な
る
漢
文
と
稀
す
る
も
の
は
先
秦
時
代
の
文
と
目
せ
ら
る
ゝ

四
書
五
経
又
は
史
記
な
ど
の
文
か
、
若
く
は
唐
の
韓
愈
等
が
復
古
せ
L
と
い
ふ
所
謂
古
文
に
し
て
、
そ
の
中
間
た
る
漠
琉
六
朝
の
文
に
あ
ら

ざ
る
な
り
。
然
る
に
、
わ
が
回
に
漢
語
の
入
り
た
る
は
そ
の
漠
貌
六
朝
の
時
代
な
れ
ば
そ
の
時
代
の
語
が
最
も
勢
力
を
及
ぼ
し
た
る
を
思
ふ

べ
し
。
か
く
て
晋
書
、
文
選
、
世
説
等
の
語
は
そ
の
六
朝
時
代
の
語
を
侍
へ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
侍
ふ
る
語
が
即
ち
わ
が
国
の
漢

語
の
一
大
源
泉
た
り
し
こ
と
を
思
ふ
べ
し
。
も
と
よ
り
そ
れ
ら
晋
書
、
文
選
等
が
そ
れ
ら
の
漢
語
の
唯
一
出
典
な
り
と
は
理
論
上
い
ひ
う
べ

き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
そ
の
他
に
多
々
出
典
と
な
す
べ
き
書
の
存
し
た
る
べ
き
は
疑
ふ
べ
き
に
あ
ら
ざ
ら
む
と
い
ヘ
ビ
も
、
わ
が
園
に
於

い
て
は
わ
が
園
に
行
は
れ
た
る
書
を
出
典
と
見
る
こ
と
は
普
然
の
道
理
な
れ
ば
、
今
日
に
於
い
て
は
そ
れ
ら
の
漢
語
は
そ
れ
ら
の
書
に
よ
り

て
六
朝
頃
の
語
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
知
る
を
得
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
れ
を
出
典
と
認
め
て
も
と
よ
り
不
可
な
か
る
べ
き

な
り
。
か
く
し
て
、
上
の
晋
書
、
文
選
、
世
説
等
に
存
す
る
語
は
そ
れ
が
六
朝
時
代
よ
り
唐
初
に
か
け
て
の
彼
園
に
て
の
普
通
の
語
な
り
し

も
の
が
、
そ
の
時
代
に
わ
が
国
に
入
り
し
も
の
た
る
こ
と
は
明
か
に
し
て
、
そ
の
由
来
は
頗
る
古
く
、
わ
れ
ら
に
も
多
く
は
日
本
製
の
漢
語

な
る
か
の
如
く
に
思
は
る
ゝ
に
至
れ
る
も
の
な
る
が
、
こ
れ
は
一
は
そ
の
源
の
古
き
こ
と
を
告
ぐ
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
か
く
し
て
そ
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の
漠
貌
六
朝
時
代
の
漢
語
は
又
常
時
に
翻
澤
せ
ら
れ
た
る
儒
教
の
書
に
よ
り
て
も
俸
は
れ
り
。
」
「
こ
～
に
係
数
の
書
よ
り
侍
は
れ
る
漢
語
と

い
ふ
。
こ
れ
は
も
と
よ
り
漢
語
た
る
に
相
違
な
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
普
通
の
漢
語
と
直
別
す
る
所
以
は
こ
れ
ら
の
語
が
儒
教
の
書
よ
り
主
と

し
て
博
は
り
た
る
も
の
な
る
に
よ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
ら
は
梵
語
の
翻
詳
又
は
彿
教
思
想
の
表
現
と
し
て
普
通
の
漢
語
と
異
な
る
も
の
を
新

に
造
り
た
る
に
あ
ら
ず
や
と
思
は
る
ゝ
も
の
少
か
ら
ず
。
或
は
又
然
ら
ず
と
も
、
そ
れ
ら
を
漠
詳
せ
し
常
時
の
俗
語
を
と
り
て
用
ゐ
た
る
も

（3）

の
に
し
て
、
雅
馴
な
る
詩
文
の
中
に
は
見
え
ぬ
も
の
ど
も
に
し
て
儒
教
の
書
に
よ
り
て
専
ら
博
は
れ
る
も
の
を
さ
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
同
じ
漢
籍
で
あ
っ
て
も
、
四
書
五
経
等
の
古
い
も
の
と
、
晋
書
・
文
選
・
世
説
等
と
で
は
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
漢
語
に
違

い
が
見
ら
れ
、
晋
書
・
文
選
・
世
説
等
に
用
い
ら
れ
る
漢
語
と
漢
訳
仏
典
と
は
漢
貌
六
朝
時
代
の
漢
語
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
で
共
通
の

性
格
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
文
選
の
如
き
美
文
意
識
の
強
い
文
章
と
世
説
等
と
を
一
律
に
論
ず
る
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
し
、

仏
典
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
な
お
細
か
な
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
語
各
々
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
な

お
詳
細
・
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
「
堅
固
」
「
至
極
」
の
二
語
を
取
上
げ
て
、
こ
の
二
つ
の
漢
語
の
日
本
へ
の
流
入
経
路
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
二
つ
の
漢

語
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

「
　
「
堅
固
」
　
の
出
自
に
つ
い
て

（4）

「
堅
固
」
に
つ
い
て
は
先
に
日
本
に
お
け
る
使
用
実
態
を
報
告
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
「
堅
固
」
の
使
用
実
態
は
使
用
場
面
・

文
体
に
偏
り
が
あ
り
、
仏
教
語
と
と
も
に
使
用
し
た
り
、
仏
教
色
の
濃
い
文
章
の
中
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う
極
て
限
定
さ
れ
た
場
で
の
使
用
、

或
い
は
、
公
家
日
記
を
中
心
と
す
る
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
た
極
て
固
定
的
な
使
用
の
二
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
。
前
稿
と
重
複
す
る
が
、
そ

の
主
な
例
を
次
に
掲
げ
る
。

（
仏
教
的
な
場
面
・
文
章
に
用
い
ら
れ
る
「
堅
固
」
）



○
無
塵
賛
珠
開
　
園
固
金
剛
埼
　
　
（
遍
照
発
揮
性
霊
集
巻
第
二
遊
山
慕
仙
詩
）

○
習
学
法
門
。
・
道
心
劇
団
。
読
諦
法
華
。
　
（
大
日
本
国
法
華
験
記
巻
下
・
樗
厳
院
源
信
僧
都
）

〇
二
僧
二
心
醐
矧
。
昼
読
法
華
経
。
夜
念
弥
陀
仏
。
　
（
同
右
・
大
日
寺
近
辺
老
女
）

（

心

力

「

○
幸
甚
幸
甚
、
李
達
忠
直
、
道
□
堅
固
、
随
囲
載
肛
、
再
赴
小
国
、
蓬
浪
存
命
、
廻
在
於
今
也
、
（
平
安
遺
文
八
四
五
四
一
）
僧
門
珍
書
状
・

元
慶
六
年
）

○
右
、
被
同
日
府
牒
偶
、
参
詣
彼
寺
拝
悌
之
虞
、
劇
画
道
心
忽
然
賛
起
、
　
（
平
安
遺
文
八
三
七
五
）
筑
前
国
観
世
音
寺
牒
案
・
長
徳
四
年
）

○
道
心
圏
剛
　
日
夜
蹄
依
備
法
。
　
（
新
猿
楽
記
）

○
云
、
…
…
道
心
圏
捌
必
可
遂
志
者
、
病
悩
除
愈
心
閑
入
道
如
何
、
　
（
権
記
・
長
徳
四
年
三
月
三
日
）

○
入
道
納
言
命
日
、
…
…
但
法
師
之
行
始
終
甚
難
、
若
道
心
圏
困
、
妊
在
俗
裏
、
興
隆
備
法
、
不
退
慈
悲
者
上
計
也
、
（
権
記
・
長
保
三
年
正

月
七
日
）

（
公
家
日
記
に
お
い
て
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
「
堅
固
」
）

○
今
明
圏
酬
御
物
忌
、
仇
不
参
申
、
　
（
小
右
記
・
天
元
五
年
二
月
十
五
日
）

○
早
朝
罷
出
、
参
円
融
寺
、
乗
晩
罷
出
、
明
日
物
忌
圏
固
l
、
併
不
候
宿
、
　
（
小
右
記
・
寛
和
元
年
六
月
二
十
三
日
）

○
今
朝
頭
中
将
被
示
云
、
依
物
気
申
、
自
明
日
二
箇
日
圏
酎
御
物
忌
也
、
　
（
左
経
記
、
寛
仁
四
年
九
月
二
十
八
日
）

○
被
申
云
、
…
…
而
昨
今
圏
刷
物
忌
候
天
不
能
早
参
、
　
（
春
記
・
長
久
元
年
九
月
二
十
一
日
）

○
天
晴
、
今
日
御
物
忌
圏
酬
也
、
仇
不
退
出
、
　
（
水
左
記
・
康
平
七
年
四
月
十
九
日
）

○
答
云
、
相
富
圏
困
物
忌
、
可
催
他
人
者
、
　
（
帥
記
・
承
暦
四
年
八
月
十
六
日
）

平
安
時
代
の
「
堅
固
」
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
限
定
的
・
国
定
的
な
使
用
の
理
由
と
し
て
、
中
国
文
献
に
お
け
る
「
堅
固
」
の
使
用
を
考

え
た
。
す
な
わ
ち
、
仏
典
に
お
け
る
「
堅
固
」
の
使
用
例
が
大
変
豊
富
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漢
籍
に
お
け
る
使
用
例
が
極
て
少
な
い
こ
と
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格
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か
ら
、
「
堅
固
」
は
漢
訳
仏
典
中
の
言
葉
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
文
章
中
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
家
日
記
に
お
い
て
何
故
「
物
忌
」
と
固
定
的
に
結
び
つ
く
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不
明

の
ま
ま
と
な
り
、
そ
こ
に
使
用
さ
れ
る
「
堅
固
」
　
の
源
流
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
保
留
し
た
ま
ま
と
な
っ
た
。

さ
て
、
前
稿
で
は
漢
籍
に
お
け
る
「
堅
固
」
の
例
が
極
て
少
な
い
と
述
べ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
例
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

○
貞
囲
、
足
以
幹
事
、
…
…
正
義
日
、
…
…
貞
囲
足
以
幹
事
者
、
言
君
子
能
圏
捌
貞
正
、
令
物
得
成
、
使
事
皆
幹
済
、
此
法
天
之
貞
也
、

（
周
易
（
正
義
）
巻
一
・
1
1
）

〇
九
五
屯
其
膏
、
小
貞
吉
大
貞
凶
、
（
注
　
…
…
固
志
同
好
不
容
他
聞
、
…
…
）
…
…
正
義
日
、
固
志
同
好
不
容
他
間
者
、
間
者
厨
也
、
五
應

在
二
、
是
圏
捌
其
志
在
干
同
好
、
不
容
他
人
間
廊
其
間
也
、
　
（
周
易
（
正
義
）
巻
一
・
型

○
厳
命
岡
顕
子
民
、
砥
保
越
怨
不
易
、
（
注
　
吉
相
暴
虐
施
其
政
令
於
民
、
無
顧
明
之
徳
、
所
敬
所
安
皆
在
於
怨
不
可
攣
易
）
…
…
正
義
日
、
…
…

肘
之
烏
悪
、
執
心
圏
固
不
可
攣
易
也
、
　
（
尚
書
（
正
義
）
巻
十
四
・
2
1
）

○
予
惟
日
汝
劫
旗
股
献
臣
、
（
注
　
劫
固
也
、
我
惟
告
汝
日
、
汝
富
固
慎
殿
之
善
臣
信
用
之
）
…
…
正
義
日
、
…
…
若
是
故
我
惟
告
汝
日
、
汝
嘗

圏
割
愛
慎
殿
之
善
臣
及
侯
句
男
衛
之
君
、
…
…
正
義
日
、
劫
回
、
…
…
悪
訓
鵠
慎
、
言
誠
圏
矧
謹
慎
、
皆
敬
而
繹
任
之
、
　
（
尚
書
（
正

義
）
巻
十
四
・
2
2
）

○
申
童
郊
折
、
慎
固
封
守
以
康
四
海
、
（
注
　
郊
析
錐
膏
所
規
書
膏
重
分
明
之
、
又
嘗
謹
慎
圏
矧
封
直
之
守
備
、
以
安
四
海
、
…
…
）
　
　
（
尚
書

（
注
）
巻
十
九
・
8
）

○
淑
人
君
子
其
儀
一
今
、
其
儀
一
今
心
如
結
今
、
…
…
正
義
日
、
…
…
其
心
堅
固
不
攣
如
豪
結
之
今
、

○
周
公
東
征
四
囲
是
遁
…
…
正
義
日
、
遁
訓
鵠
東
亦
劇
画
之
義
、
放
鳥
固
也
、
言
使
四
囲
之
民
心
圏
困
也
、

2
）

（
毛
詩
（
正
義
）
巻
七
之
三
・
7
）

（
毛
詩
人
正
義
）
巻
八
之
三
・



○
天
保
定
爾
、
亦
孔
之
囲
、
（
箋
云
、
保
安
也
、
爾
女
也
、
女
王
也
、
天
之
安
定
女
亦
甚
圏
矧
）
…
…
正
義
日
、
…
…
天
之
安
定
汝
王
位
亦
甚
堅

固
臭
、
　
（
毛
詩
（
箋
・
正
義
）
巻
九
之
三
・
7
）

○
王
事
磨
整
、
不
追
啓
虞
、
（
箋
玉
、
監
不
矧
矧
也
、
虞
猶
居
也
）
　
（
毛
詩
（
箋
）
巻
九
之
三
・
1
3
）

○
既
見
君
子
、
徳
音
孔
輿
（
軍
司
君
子
在
位
、
民
附
仰
之
、
異
教
令
之
行
、
甚
堅
醜
矧
也
）
　
（
毛
詩
〈
箋
〉
巻
十
五
之
二
・
崇

○
親
有
産
因
重
回
、
…
…
正
義
日
、
服
虔
云
重
不
可
動
、
因
其
不
可
動
而
劇
画
之
、
（
春
秋
左
氏
侍
〈
正
義
服
虔
注
の
引
用
か
〉
巻
十
∵
3
）

○
屯
囲
比
入
、
吉
執
大
焉
、
其
必
蕃
昌
、
（
注
屯
険
難
所
亀
凰
矧
、
比
親
密
所
以
待
人
）
　
（
春
秋
左
氏
俸
（
注
）
巻
十
一
．
4
）

○
子
日
、
君
子
不
重
則
不
威
、
学
則
不
固
、
（
孔
日
、
固
蔽
也
、
一
日
、
言
人
不
能
敦
重
、
既
無
威
鹿
、
撃
又
不
能
囲
矧
識
其
義
理
）
　
（
論
語

（
注
「
一
云
」
以
下
は
何
姿
の
異
説
か
）
巻
一
・
6
）

（5）

こ
れ
ら
は
十
三
経
注
疏
の
調
査
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
三
経
本
文
に
は
「
堅
固
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
な
い
が
、
本
文

中
の
「
固
」
「
膠
」
等
の
語
を
注
釈
す
る
場
合
や
、
文
章
の
意
味
を
注
釈
す
る
場
合
に
「
堅
固
」
を
使
用
し
て
い
る
。
漢
の
鄭
玄
・
孔
安
国
、

塊
の
何
畳
、
晋
の
杜
預
の
注
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
他
、
降
っ
て
唐
の
孔
穎
達
等
の
正
義
中
に
も
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢

籍
に
は
「
堅
固
」
の
使
用
例
が
少
な
い
と
い
う
前
稿
の
言
は
、
漢
籍
本
文
に
お
い
て
は
「
堅
固
」
の
使
用
例
が
少
な
い
が
、
漢
籍
注
釈
に
お

い
て
は
漠
代
か
ら
そ
の
使
用
が
見
ら
れ
る
と
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
国
見
在
吾
目
録
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
漢
籍
注
釈
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
初
期
頃
に
は
注
釈
に
用
い
ら
れ
た
「
堅

固
」
が
当
時
の
人
々
の
目
に
触
れ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

（
周
易
）

○
く
く
正
義
十
四
巻
描
法
酒

○
古
文
尚
書
十
三
巻
報
酬
肇

（
尚
書
）

○
く
く
正
義
廿
巻
鮒
㌍
淑
撰

○
毛
詩
廿
巻
謂
那
益
毛

「
堅
固
」
「
至
極
」
の
出
自
と
性
格



鎌

（
　
毛
詩
　
）

○

く

く

正

義

（
　
春
秋
左
氏

○
く
く
く
く

（
　
春
秋
　
）

○

く

く

正

義

（
　
論
語
十
巻

〇
、
＼
く
く
く

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

用
十
巻
凱
捕

ミ
集
解
州
巻
葦

冊）

ま
た
、
漢
籍
の
訓
読
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
注
釈
書
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
平
安
時
代
の
貴
族
に
は
「
堅
固
」
と

い
う
語
が
な
じ
み
あ
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
中
国
の
「
堅
固
」
が
漢
籍
注
釈
の
中
の
言
葉
と
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
「
堅
固
」
の
流
入
経
路
は
仏
典
と

漢
籍
注
釈
の
二
つ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
仏
典
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
堅
固
」
が
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
文
章
・

場
面
で
使
用
さ
れ
る
「
堅
固
」
の
庶
流
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
公
家
日
記
に
見
ら
れ
る
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
て
使
用
さ
れ
る
「
堅
固
」
は
、

こ
の
漢
籍
注
釈
中
の
「
堅
固
」
を
原
流
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
問
題
と
な
る
の

は
、
公
家
日
記
に
お
い
て
何
故
「
物
忌
」
と
固
定
的
に
結
び
つ
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
物
忌
」
と
「
堅
固
」
が
結
び
つ
く
必
然
性

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
平
安
時
代
の
庭
記
・
公
家
日
記
を
取
上
げ
て
、
形
容
詞
「
カ
タ
シ
」
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
て
み
た
い
。

（6）

調
査
し
た
展
記
・
公
家
日
記
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

宇
多
天
皇
御
記
（
八
八
七
～
八
九
五
）
・
醍
醐
天
皇
御
記
（
八
九
七
～
九
三
〇
）
・
貞
信
公
記
（
九
〇
七
～
九
四
八
）
・
九
暦
（
九
三
〇
～
九
六
〇
）
・

村
上
天
皇
御
記
（
九
四
九
～
九
六
七
）
・
小
右
記
（
九
八
二
～
一
〇
三
二
）
・
権
記
（
九
九
一
～
一
〇
二
）
・
御
堂
関
自
記
（
九
九
八
～
一
〇
≡
）
・

一
条
天
皇
御
記
（
一
〇
一
〇
）
・
左
経
記
（
一
〇
二
ハ
～
一
〇
三
五
）
・
春
記
（
一
〇
二
六
～
一
〇
五
四
）
・
後
朱
雀
天
皇
御
記
（
一
〇
三
六
～
一
〇

四
四
）
・
水
左
記
（
一
〇
六
二
～
二
〇
八
）
・
帥
記
（
一
〇
六
五
～
一
〇
八
八
）
・
後
三
条
天
皇
御
記
（
一
〇
六
八
～
一
〇
七
二
）
・
後
二
催
師
道

記
（
一
〇
八
三
～
一
〇
九
九
）



こ
れ
ら
展
記
・
公
家
日
記
に
お
い
て
形
容
詞
「
カ
タ
シ
」
は
多
く
の
場
合
「
物
忌
」
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
。

○
依
劇
物
捌
剖
不
参
、
今
日
主
上
不
出
御
、
　
（
貞
信
公
記
・
延
喜
十
三
年
正
月
十
七
日
）

○
中
使
敦
敏
来
云
、
不
間
食
家
物
忌
、
除
目
議
始
、
而
固
捌
薗
者
、
行
之
何
者
、
　
（
貞
信
公
記
・
天
慶
八
年
三
月
二
十
二
日
）

範
客
使
内
蔵
薗
朝
忠
朝
臣
還
来
、
左
大
臣
依
捌
御
物
矧
、
不
能
申
消
息
云
く
、
（
九
暦
・
天
慶
八
年
正
月
吉
・
九
候
殿
記
・
大
臣
家
大

饗
）

○
此
日
有
荷
前
事
、
下
官
依
雷
殊
画
捌
劃
、
欲
申
障
由
、
　
（
九
暦
・
天
慶
八
年
十
二
月
二
十
日
・
九
條
殿
記
・
荷
前
）

○
今
明
困
捌
魂
、
間
門
、
　
（
小
右
記
・
寛
和
元
年
六
月
十
三
日
）

○
依
今
明
圏
御
物
薗
不
能
令
啓
者
、
　
（
小
右
記
・
永
詐
元
年
正
月
十
二
日
）

○
今
明
捌
剖
堅
l
、
仇
不
参
院
、
　
（
小
右
記
・
永
詐
元
年
十
月
十
四
日
）

○
天
晴
、
依
吻
魂
捌
寵
、
　
（
御
堂
関
白
記
・
寛
弘
元
年
閏
九
月
十
九
日
）

○
成
時
許
左
頭
中
将
脛
房
来
云
、
右
大
臣
有
仰
来
、
矧
叫
固
l
、
以
大
井
可
示
者
、
錐
物
忌
重
相
合
、
　
（
御
堂
関
白
記
・
寛
弘
二
年
正
月
十
一

日
）

○
〔
今
明
撮
政
依
固
御
捌
蘭
御
坐
里
第
、
併
有
宮
令
旨
也
〕
　
　
（
左
経
記
・
寛
仁
元
年
八
月
二
十
三
日
・
割
書
部
）

○
今
明
捌
捌
薗
也
、
仇
関
門
禁
外
人
、
　
（
春
記
・
長
久
元
年
十
月
十
六
日
）

「
物
忌
」
と
と
も
に
は
用
い
ら
れ
な
い
形
容
詞
「
カ
タ
シ
」
の
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
非
常
に
少
な
く
、
次
の
よ
う
な
例
を
見
出
し
得
た

の
み
で
あ
る
。

○
奏
内
案
之
後
欲
捺
印
。
印
的
辛
構
。
錬
酬
□
不
開
。
　
（
村
上
天
皇
御
記
・
応
和
三
年
間
十
二
月
三
日
）

○
又
云
、
頭
ム
範
雲
、
関
白
云
、
関
白
，
大
臣
両
脇
猶
捌
欲
辞
二
職
、
（
小
右
記
・
長
元
二
年
九
月
二
十
二
日
）

○
其
端
書
云
、
宣
命
尚
可
有
一
通
之
由
酎
被
執
云
ミ
＼
　
　
（
小
右
記
・
長
元
五
年
十
二
月
五
日
）

「
堅
固
」
「
至
極
」
　
の
出
自
と
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八

な
お
見
落
し
等
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
公
家
日
記
に
お
け
る
「
カ
タ
シ
」
は
「
物
忌
」
と
と
も
に
、
「
固
（
堅
）
物
忌
」
「
物
忌
固
（
堅
）
」

と
い
う
表
現
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
「
物
忌
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
極
て
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
平
安
時
代
中
期
ま
で
は
「
囲
（
堅
）
物
忌
」
「
物
忌
囲
（
堅
）
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
平
安
時
代
後
期
以
降
「
堅
固
物
忌
」

「
物
忌
堅
固
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
形
容
詞
「
カ
タ
シ
」
が
「
堅
固
」
に
置
換
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
物
忌
」
と
と
も

に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
カ
タ
シ
」
だ
け
を
「
堅
固
」
に
置
換
え
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
形
容
詞
「
カ
タ
シ
」
を
「
堅
固
」
に
置
換
え
る

こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
「
物
忌
」
と
「
堅
固
」
と
が
結
び
つ
く
結
果
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
語
「
堅
固
」
と
「
物
忌
」
と
が
平
安
時
代

の
公
家
日
記
に
お
い
て
固
定
的
な
結
び
つ
き
を
示
す
の
は
、
「
堅
固
」
と
「
物
忌
」
と
の
間
に
何
等
か
の
理
由
が
存
す
る
の
で
は
な
く
、
形
容

詞
「
カ
タ
シ
」
が
「
厳
重
な
物
忌
」
を
表
現
す
る
た
め
に
多
用
さ
れ
、
そ
の
他
の
表
現
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
、
公
家

日
記
に
お
け
る
形
容
詞
「
カ
タ
シ
」
の
使
用
実
態
に
起
因
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
籍
注
釈
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
堅
固
」
は
公
家
日
記
に
お
い
て
、
形
容
詞
「
カ
タ
シ
」
の
位
置
に
現
わ
れ
る
だ
け

で
は
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
文
章
表
現
の
裏
側
で
は
脈
々
と
生
き
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
中
世
に
入
る
と
、
「
物
忌
」
と
は

関
係
の
な
い
文
章
で
も
多
用
さ
れ
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
二
つ
の
流
入
経
路
を
有
し
た
「
堅
固
」
は
一
つ
に
混
じ
り
合
っ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
「
至
極
」
　
の
出
自
に
つ
い
て

「
至
極
」
の
出
自
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
院
政
期
ま
で
の
本
邦
文
献
に
使
用
さ
れ
る
「
至
極
」
の
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
「
至

極
」
は
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
芙
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
合
符
が
附
さ
れ
て
お
り
、
音
読
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

ト
モ
　
の
フ
（
ル
）
は
　
の
　
を
　
　
　
　
な
り
い
タ
リ
た
（
ル
）
　
リ
な
（
ク
ア
レ
）
ト
モ
（
コ
）
と
千
す
る
は
　
の
　
を

○
然
則
至
－
極
無
象
演
　
　
其
源
者
法
】
王
至
　
　
埋
元

言
　
詮
　
其
道
者
　
聖
－
帝
　
（
六
行
目
）



の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

タ

　

　

　

リ

（

こ

）

と

な

▽
然
（
れ
ば
二
則
〕
、
至
遠
、
象
無
（
く
あ
れ
）
ト
モ
、
其
の
源
を
演
フ
（
る
）
は
〔
者
〕
法
主
な
り
、
至
り
た
（
る
）
埋
、
吉
元
（
く

あ
れ
）
ト
モ
、
其
の
道
を
㌢
る
は
〔
者
〕
聖
轟
な
。
、
（
築
島
裕
氏
の
訓
読
文
に
よ
（
封

ま
た
、
後
世
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
色
葉
字
類
抄
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
、
西
本
願
寺
本
万
葉
集
で
も
「
シ
ゴ
ク
」
と
呉
音
読
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

○
至
極
シ
コ
ク
　
（
前
田
本
色
葉
芋
類
抄
下
8
4
オ
6
・
畳
字
）

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ク

○
秘
壷
者
閑
⊥
官
之
至
＝
極
也
　
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
六
・
「
極
」
に
入
声
濁
点
あ
り
、
呉
音
読
音
合
符
に
合
点
あ
り
）

こ

ヌ

　

　

ノ

　

ナ

ル

○
故
知
二
壷
至
極
　
（
西
本
願
寺
本
万
葉
集
巻
五
・
4
オ
・
「
至
」
に
平
声
点
、
「
極
」
に
入
声
濁
点
あ
り
）

さ
て
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
本
朝
で
使
用
さ
れ
た
「
至
極
」
に
は
次
の
よ
う
な
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
繹
迦
能
仁
、
坐
於
讐
林
、
無
免
泥
恒
之
苦
。
故
知
、
二
聖
到
噛
、
不
能
梯
力
負
之
尋
至
、
三
千
世
界
、
誰
能
逃
異
聞
之
捜
乗
。

集
巻
第
五
・
山
上
憶
良
）

②
到
極
l
大
聖
、
尚
有
愛
子
之
心
。
況
乎
世
間
蒼
生
、
誰
不
愛
子
乎
。
　
（
万
葉
集
巻
第
五
・
山
上
憶
良
）

③
夫
食
堂
者
、
是
輝
子
之
喫
虞
也
、
隠
居
各
喫
、
専
非
大
聖
之
制
、
平
等
者
即
道
風
之
到
極
楓
也
、
親
疎
別
品
、
量
彿
子
之
志
乎
、

（
万
葉

（
平
安

遺
文
八
一
五
六
）
禅
林
寺
式
・
貞
観
十
年
）

④
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
専
運
進
具
之
後
、
相
院
本
師
東
大
寺
泰
基
大
法
師
井
律
師
中
絶
大
法
師
之
所
、
遊
於
離
識
無
境
之
道
、
日
夕
剋
念
、

欲
入
園
樹
之
秘
教
、
　
（
平
安
遺
文
八
一
六
四
）
安
禅
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
・
貞
観
十
三
年
）

⑤
天
皇
遣
二
参
議
正
四
位
下
行
左
大
弁
兼
左
近
衛
中
将
近
江
樺
守
源
朝
臣
静
於
清
和
院
パ
奉
レ
表
日
。
…
…
陛
下
若
堅
莫
□
之
到
轡
割
二

湯
沐
之
半
分
バ
則
彼
食
菜
之
郷
。
脾
茅
之
子
。
措
二
手
足
元
元
レ
地
。
享
毒
腺
南
敢
甘
。
　
（
三
代
実
録
・
元
慶
三
年
二
月
二
十
九
日
）

⑥
且
夫
大
日
脛
者
。
眞
言
根
源
秘
蔵
到
噂
其
止
観
者
禅
門
玄
梶
恵
戒
明
鏡
。
安
鋲
回
家
之
基
。
興
顧
正
教
之
設
。
莫
如
此
二
法
。
（
類

緊
二
元
格
・
太
政
官
符
「
應
置
仁
和
寺
年
分
度
者
二
人
事
」
・
寛
平
二
年
十
一
月
二
十
三
日
）

「
堅
固
」
「
至
極
」
の
出
自
と
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇

⑦
秘
書
者
関
宮
之
到
樹
也
、
只
供
香
火
之
法
定
、
　
（
本
朝
文
粋
巻
第
六
・
藤
原
篤
茂
「
請
被
拝
大
内
記
紀
伊
輔
木
工
頭
源
方
光
申
他
官
所
井
淡

路
囲
守
閲
状
」
・
天
禄
四
年
）

こ
の
他
に
、
聖
徳
太
子
の
撰
と
い
わ
れ
る
勝
輩
経
義
疏
の
他
、
日
本
の
僧
侶
の
手
に
な
る
仏
書
中
に
そ
の
使
用
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
先
明
七
地
以
下
恒
沙
請
願
皆
入
八
地
以
上
一
念
願
中
。
若
論
其
到
樹
。
正
在
於
此
。
　
（
伝
聖
徳
太
子
撰
・
勝
整
経
義
疏
5
上
）

⑨
答
。
既
此
先
師
及
以
後
徳
究
寛
之
教
。
亦
則
現
在
及
以
富
衆
到
樹
之
言
。
不
敢
准
量
。
至
心
仰
信
耳
。
　
（
護
命
撰
・
大
乗
法
相
研
神
章

巻
第
三
・
1
8
上
）

⑩
彿
華
法
華
等
亦
以
此
眞
如
烏
到
樹
埋
。
　
（
空
海
撰
・
秘
密
漫
茶
羅
十
住
心
論
巻
第
九
・
3
5
7
中
）

⑪
此
二
句
遮
前
所
説
九
種
心
皆
非
到
樹
備
果
。
　
（
空
海
撰
・
秘
蔵
碧
鎗
巻
下
・
3
7
4
中
）

⑬
吉
埋
趣
者
。
謂
自
足
不
二
到
樹
微
妙
阿
字
理
健
。
如
序
晶
中
略
己
説
也
。
　
（
円
珍
撰
・
菩
提
場
経
略
義
繹
巻
第
三
・
5
4
2
下
）

⑬
答
、
此
是
信
解
大
乗
到
樹
道
理
、
非
必
第
一
義
空
相
鷹
観
慧
、
　
（
源
信
撰
・
往
生
要
集
巻
上
）

こ
れ
ら
の
例
を
通
し
て
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
「
至
極
」
の
使
用
さ
れ
る
文
章
は
仏
教
的
な
内
容
の
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⑧

勝
整
経
義
疏
以
下
の
仏
書
は
勿
論
、
前
に
掲
げ
た
用
例
に
つ
い
て
も
仏
教
的
色
彩
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
ず
、
山
上
憶
良
の
例
①

は
「
推
摩
」
「
釈
迦
」
の
二
人
を
指
し
て
「
二
聖
の
至
極
」
と
言
っ
て
お
り
、
②
は
「
釈
迦
」
を
指
し
て
「
至
極
の
大
聖
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

（8）

こ
の
文
章
は
仏
典
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の
漢
籍
の
文
章
が
踏
ま
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
先
学
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
な
お
「
釈
迦
」
「
推
摩
」
と
い
う
仏
教
上
の
大
聖
人
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
③
④
は
文
書
の
記
主
が
禅
林

寺
・
安
禅
寺
の
僧
侶
で
あ
り
、
文
書
の
内
容
も
仏
教
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
⑥
は
太
政
官
符
で
あ
る
が
、
仁
和
寺
別
嘗
権
律
師
法
橋
上

人
位
幽
仙
の
奏
状
引
用
部
分
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
大
日
経
の
重
要
性
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
仏
教
的
な
文
章
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
⑤
は
陽
成
天
皇
が
父
清
和
帝
に
あ
て
て
述
べ
た
表
中
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
例
の
よ
う
に
仏
教
的
な
文
章
内



容
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
又
⑦
も
藤
原
篤
茂
作
の
奏
状
中
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
章
の
記
主
・
内
容
の
上
か
ら
必
ず
し
も
仏
教

的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
⑦
の
場
合
、
こ
こ
で
言
う
「
秘
書
」
は
「
図
書
頭
」
　
の
唐
名
で
あ
り
、
本
文
に
「
供
香
火
之
法
廷
」
と

あ
る
よ
う
に
、
職
員
令
に
は
「
中
務
省
図
書
寮
…
…
掌
二
…
…
内
典
彿
像
宮
内
祀
備
」
　
凡
備
像
香
火
・
法
令
錬
設
悉
皆
図
書
寮
所
レ
掌
」
と
そ

の
職
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
職
務
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
図
書
頭
の
職
務
は
多
く
仏
教
儀
式
に
関
与
し
て
お
り
、
そ
の
職
務
に
対
し
て

「
関
宮
之
至
極
」
と
表
現
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
例
も
仏
教
的
な
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
に
仏
教
的
な
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
や
や
強
引
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

院
政
期
に
入
る
と
、
仏
教
的
な
文
章
に
用
い
ら
れ
た
　
「
至
極
」
　
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
唯
識
甚
深
之
文
。
含
万
象
於
一
字
。
眞
如
到
樹
之
理
。
導
庶
類
於
三
身
。
誠
是
義
有
権
賓
。
道
洞
希
夷
者
也
。
　
（
本
朝
続
文
粋
巻
第
十

二
・
藤
原
敦
光
「
唯
識
合
表
白
」
・
保
安
二
年
）

こ
の
他
、
平
安
時
代
に
は
例
の
少
な
か
っ
た
、
仏
教
的
な
文
章
と
は
認
め
ら
れ
な
い
文
章
・
場
面
に
用
い
ら
れ
た
「
至
極
」
が
見
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

○
殿
上
人
六
十
人
許
前
駆
、
〔
衣
冠
、
職
事
所
官
多
、
多
着
出
衣
、
随
身
小
舎
大
童
装
束
過
差
至
極
〕

（
中
右
記
・
康
和
五
年
正
月
二
十

五
日
）

財
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
科
カ

○
仇
無
間
得
厩
之
多
少
、
全
可
虞
至
極
之
断
刑
欺
、
件
経
文
尤
叶
法
律
也
、
　
（
同
右
・
永
久
二
年
六
月
四
日
）

○
賓
摺
大
貴
於
藍
、
奉
付
之
、
而
君
之
御
療
治
、
轍
不
可
及
針
灸
、
以
大
黄
薦
到
樹
之
治
、
　
（
玉
葉
・
承
安
二
年
九
月
二
十
日
割
書
部
）

○
坂
東
賊
徒
、
勢
逐
日
萬
陪
云
々
、
大
略
、
萬
事
到
樹
之
時
也
、
　
（
同
右
・
治
承
五
年
閏
二
月
三
日
）

（
マ
マ
）

○
博
聞
、
五
候
河
過
、
冊
歳
許
童
食
死
人
云
々
、
人
食
入
、
飢
饉
之
到
固
欺
、
碓
不
知
定
説
、
依
鵠
珍
事
、
恋
注
之
、
　
（
書
記
・
寿
永
元

年
二
月
二
十
二
日
）

趣
カ

○
鳥
追
討
平
氏
、
義
仲
可
起
西
海
、
法
皇
同
可
有
臨
幸
云
々
、
一
昨
日
経
申
此
旨
、
無
御
承
引
、
然
而
猶
有
一
定
気
、
末
所
是
非
、
天
下

「
堅
固
」
「
至
極
」
　
の
出
自
と
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
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至
極
也
、
可
悲
可
哀
々
々
、
　
（
同
右
・
寿
永
二
年
十
二
月
二
十
三
日
）

○
事
髄
、
御
志
不
浅
云
々
、
君
臣
合
髄
之
儀
、
以
之
可
烏
到
樹
欺
、
　
（
玉
葉
・
寿
永
二
年
八
月
十
八
日
）

〇
一
山
大
事
不
可
過
之
、
武
士
等
之
所
鬱
到
樹
之
理
也
、
　
（
同
右
・
文
治
二
年
間
七
月
十
六
日
）

意
味
の
面
か
ら
見
る
と
細
か
な
違
い
を
指
摘
で
き
る
が
、
詳
細
は
別
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
日
本
に
お
け
る
「
至
極
」

の
使
用
状
況
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
頃
よ
り
「
至
極
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
使
用
の
場
か
ら
考
え
る
と
、
仏
教
的
な
色
彩

の
濃
い
文
章
・
場
面
で
の
使
用
と
、
仏
教
と
の
関
係
を
指
摘
し
難
い
文
章
・
場
面
で
の
使
用
の
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
管
見
に
入
っ
た
用
例
の
多
寡
は
存
す
る
が
、
二
つ
の
流
れ
の
存
在
は
動
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
中
国
文
献
に
お
い
て
「
至
極
」
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
先
ず
、
漢
籍
に
お
い
て
管

見
に
入
っ
た
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

○
天
之
蒼
蒼
、
其
正
色
邪
。
其
遠
而
無
所
要
極
l
邪
。
　
（
荘
子
・
造
遥
遊
）

○
唯
谷
永
嘗
言
、
建
始
・
河
平
之
際
、
許
・
班
之
貴
、
傾
動
前
朝
、
菜
灼
四
方
。
賞
賜
無
量
、
空
虚
内
蔵
、
女
寵
到
樹
、
不
可
尚
ム
矢
。
　
（
漢

書
・
叙
伝
上
）

○
将
柴
惇
有
定
数
、
天
命
有
到
樹
、
　
（
文
選
巻
第
五
十
四
・
弁
命
論
）

○
故
聖
人
粟
栗
乎
其
内
、
而
至
乎
到
樹
臭
。
　
（
准
南
子
・
謬
構
訓
）

○
乃
知
長
姉
之
奇
妙
、
蓋
亦
音
馨
之
到
樹
。
　
（
文
選
巻
第
十
八
・
噺
賦
）

○
劉
日
、
此
未
開
到
固
、
自
是
金
華
殿
之
語
。
　
（
世
説
新
語
・
言
語
第
二
）

こ
の
う
ち
荘
子
の
例
は
「
極
り
に
至
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
至
極
」
が
一
語
と
し
て
熟
し
た
も
の
と
は
な
し
難
い
か
も

し
れ
な
い
。
漢
書
の
例
は
「
極
度
に
達
し
て
い
る
」
「
こ
の
上
な
い
こ
と
」
、
文
選
・
弁
命
論
で
は
「
限
り
」
「
限
度
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
三
例
は
単
な
る
「
限
度
」
「
極
ま
り
」
で
は
な
く
「
最
高
の
も
の
」
「
最
上
・
最
高
の
境
地
」
と
い
う
評
価
の



加
わ
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
漢
籍
本
文
に
用
い
ら
れ
た
「
至
極
」
の
例
は
今
の
と
こ
ろ
右
の
六
例
を
見
出
し
た
だ
け
で
あ
る
。

又
、
「
至
極
」
は
仏
典
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

○
始
則
標
期
在
茶
、
終
則
蹄
宗
到
樹
、
　
（
摩
詞
止
観
巻
第
一
）

○
間
、
三
障
及
三
道
皆
障
三
徳
、
三
障
開
通
到
樹
、
三
道
四
倒
亦
應
開
通
到
樹
、
　
（
摩
詞
止
観
巻
第
三
）

○
謂
、
應
園
作
到
観
念
怒
奮
不
領
（
顧
）
命
之
容
、
　
（
大
毘
慮
遮
那
成
彿
経
疏
巻
第
五
）

○
然
則
到
嘲
無
象
、
演
其
源
者
法
王
、
至
埋
充
言
、
詮
其
道
者
聖
帝
、
　
（
大
唐
三
蔵
玄
芙
法
師
表
啓
）

○
此
大
乗
法
是
到
樹
之
法
。
故
云
極
唱
。
　
（
百
法
顕
幽
抄
）

摩
詞
止
観
の
例
は
「
極
り
に
至
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
、
大
毘
慮
遮
那
成
悌
経
疏
・
玄
突
法
師
表
啓
の
例
は
「
こ
の
上
な
い
こ
と
」

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
又
、
百
法
顕
幽
抄
の
例
は
「
最
上
・
最
高
の
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
仏

典
に
使
用
さ
れ
る
「
至
極
」
の
意
味
は
漢
籍
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
重
な
っ
て
お
り
、
漢
籍
・
仏
典
と
の
間
で
意
味
上
の
差
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
至
極
」
が
漢
籍
・
仏
典
の
両
者
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
至
極
」
の
日
本
へ
の
流
入
経
路
も
漢
籍
・
仏
典
の

い
ず
れ
か
一
方
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
二
つ
の
流
入
経
路
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
お
い
て
仏
教
的
色
彩
の
濃
い

文
章
・
場
面
で
使
用
さ
れ
る
「
至
極
」
は
仏
典
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
仏
教
と
の
関
係
を
指
摘
し
難
い
文
章
・
場
面
で
使

用
さ
れ
る
「
至
極
」
は
漢
籍
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
「
堅
固
」
「
至
極
」
　
の
性
格
に
つ
い
て

「
堅
固
」
「
至
極
」
は
先
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
中
国
の
漢
籍
・
仏
典
の
両
者
に
存
す
る
語
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
日
本
へ
の
流
入
経

路
に
は
漢
籍
・
仏
典
の
二
つ
に
よ
る
経
路
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
末
だ
明
ら
か
に
さ
れ
た
訳
で
は

「
堅
固
」
「
至
極
」
　
の
出
自
と
性
格
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な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
「
堅
固
」
「
至
極
」
　
の
中
国
に
お
け
る
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

「
堅
固
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
際
、
漢
籍
本
文
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
の
に
対
し
、
漢
籍
注
釈
に
は
多
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ

た
。
そ
こ
で
「
至
極
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
調
査
を
試
る
こ
と
に
し
た
い
。
十
三
経
本
文
中
に
は
「
至
極
」
の
例
が
一
例
も
見
ら
れ
な
い
が
、

そ
の
注
釈
を
検
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
多
く
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

〇
六
四
至
臨
元
答
、
…
…
正
義
日
、
…
…
能
義
其
到
樹
之
善
而
薦
臨
、
故
云
至
臨
、
以
柔
不
失
正
、
故
元
答
也
、
　
（
周
易
（
正
義
）
巻
三
・

8
）

〇
六
真
之
動
、
三
極
之
道
也
、
…
…
正
義
日
、
此
覆
明
攣
化
進
退
之
義
、
言
六
交
逓
相
推
動
而
生
攣
化
、
是
天
地
人
三
才
到
樹
之
道
、
以

其
事
兼
三
才
、
故
能
見
吉
凶
而
成
攣
化
也
、
　
（
周
易
繋
辞
（
正
義
）
巻
七
・
7
）

○
子
日
、
易
其
至
安
平
、
夫
易
聖
人
所
以
崇
徳
而
康
業
也
、
…
…
正
義
日
、
子
日
易
其
至
臭
乎
者
、
更
美
易
之
到
噛
、
…
…
子
日
夫
易
聖

人
所
以
崇
徳
而
虞
業
者
、
言
易
道
到
樹
聖
人
用
之
、
増
崇
其
徳
、
廣
大
其
業
、
故
云
崇
徳
而
廣
業
也
、
　
（
周
易
繋
辞
（
正
義
）
巻
七
・

1
5
）

○
有
功
而
不
徳
、
厚
之
至
也
、
…
…
正
義
日
、
・
…
：
有
功
而
不
徳
厚
之
至
者
、
錐
有
其
功
而
不
日
以
薦
恩
徳
、
是
篤
厚
之
到
樹
、
　
（
周
易

繋
辞
（
正
義
）
巻
七
・
1
9
）

○
非
天
下
之
至
精
、
其
執
能
興
於
此
、
…
…
正
義
日
、
…
…
非
天
下
之
至
精
、
其
執
能
輿
於
此
者
、
言
易
之
功
深
如
此
、
若
非
天
下
萬
事

之
内
到
樹
精
妙
、
誰
能
参
輿
於
此
、
　
（
周
易
繋
辞
（
正
義
）
巻
七
・
墾

○
惟
先
格
王
正
庶
事
、
（
注
　
言
至
道
之
王
、
遭
欒
異
正
其
事
而
異
自
消
）
…
…
正
義
日
、
格
訓
至
也
、
至
道
之
王
、
謂
用
心
到
樹
、
行
合
於
道
、

遭
遇
欒
異
、
改
僑
徳
教
正
英
事
而
異
自
消
、
　
（
尚
書
（
正
義
）
巻
十
・
1
0
）

○
善
敷
乃
甲
胃
、
敵
乃
干
、
無
敢
不
弔
、
（
注
　
言
富
善
簡
汝
甲
鎧
胃
兜
登
、
施
汝
楯
紛
、
無
敢
不
令
至
攻
堅
使
可
用
）
…
…
正
義
日
、
…
…
弔

訓
至
也
、
無
敢
不
令
到
樹
攻
堅
使
可
用
、
　
（
尚
書
（
正
義
）
巻
二
十
・
7
）



○
麟
之
址
、
開
推
之
應
也
、
関
唯
之
化
行
、
則
天
下
無
犯
非
嘩
…
…
正
義
日
、
…
…
関
推
之
時
以
麟
鵠
鷹
、
謂
古
者
太
平
行
関
唯
之
化

到
噛
之
時
、
以
麟
鳥
瑞
、
…
…
古
太
平
時
行
開
推
之
化
到
轡
能
義
人
之
情
、
能
義
物
之
性
、
　
（
毛
詩
〈
正
義
〉
巻
一
之
三
・
m
＝
）

○
早
既
太
甚
、
源
源
山
川
早
魅
鵠
麿
、
如
懐
如
焚
、
我
心
悸
暑
、
憂
心
如
乗
、
（
箋
云
、
・
…
＝
王
心
又
畏
難
此
熱
気
、
如
灼
爛
於
火
、
言
熟
亀

樹
）
　
　
（
毛
詩
（
箋
）
巻
十
八
之
二
・
1
8
）

○
喪
祀
哀
戚
之
至
也
、
…
…
正
義
日
、
…
…
喪
型
哀
戚
之
至
也
者
、
言
人
或
有
禍
災
錐
或
悲
哀
、
未
是
哀
之
到
轡
唯
居
父
母
喪
樽
、
是

哀
戚
之
到
樹
也
、
　
（
礼
記
（
正
義
）
巻
九
・
1
1
）

○
辟
踊
哀
之
至
也
、
…
…
正
義
日
、
撫
心
寅
膵
、
跳
躍
寅
踊
、
孝
子
喪
耗
哀
慕
至
輿
男
踊
女
辟
、
是
哀
痛
之
到
樹
也
、
（
礼
記
〈
正
義
〉

巻
九
・
1
4
）

○
是
月
也
日
長
至
陰
陽
寧
死
生
分
、
…
…
正
義
日
、
長
至
者
、
謂
此
月
之
時
日
長
之
至
到
嘩
　
（
礼
記
（
正
義
〉
巻
十
六
・
6
）

〇
三
月
繋
七
日
戒
三
日
宿
懐
之
至
也
、
故
躍
有
接
詔
欒
有
相
歩
温
之
至
也
、
…
…
正
義
日
、
…
…
賂
祭
之
時
以
漸
如
此
謹
慎
至
到
樹
也
、
…
…

所
以
接
詔
輔
相
者
温
籍
之
到
樹
也
、
　
（
礼
記
（
正
義
）
巻
二
十
四
・
4
）

○
錐
有
至
道
弗
撃
不
知
其
善
也
、
…
…
正
義
日
、
…
…
維
有
至
道
、
弗
撃
不
知
其
善
也
者
、
至
謂
到
嘩
錐
有
到
極
l
大
道
、
若
不
撃
則
不

知
大
道
之
善
、
　
（
礼
記
（
正
義
）
巻
三
十
六
・
2
）

○
所
以
致
力
孝
之
至
也
、
…
…
正
義
日
、
…
…
所
以
致
力
孝
之
至
也
者
、
是
孝
道
之
到
嘩
耕
籍
云
敬
之
至
、
養
牲
云
孝
之
至
、
互
文
也
、

（
礼
記
（
正
義
）
巻
四
十
八
・
2
）

○
共
生
不
殖
（
慨
長
）
美
先
要
則
相
生
疾
、
…
…
正
義
日
、
…
…
言
内
宮
若
取
同
姓
、
則
夫
婦
所
以
生
疾
、
性
命
不
得
殖
長
、
何
者
以
其

同
姓
相
輿
先
美
、
今
既
烏
夫
妻
又
相
寵
愛
英
之
到
極
l
在
先
義
兵
、
　
（
春
秋
左
氏
博
（
正
義
）
巻
四
十
二
2
4
）

唐
の
孔
穎
達
等
の
正
義
中
に
使
用
さ
れ
る
例
が
中
心
で
あ
る
が
、
毛
詩
で
は
鄭
玄
の
箋
の
中
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
至
極
」

と
「
堅
固
」
と
は
漢
籍
本
文
に
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
漢
籍
注
釈
の
中
に
多
く
用
い
ら
れ
る
と
い
う
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
の
で

「
堅
固
」
「
至
極
」
の
出
自
と
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
五
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あ
る
。次

に
仏
典
で
は
ど
の
よ
う
な
文
献
に
「
至
極
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
先
掲
例
以
外
に
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う

で
あ
る
。

①
菩
薩
修
困
。
行
其
六
度
。
到
樹
等
妙
。
行
願
不
虚
。
　
（
蘇
婆
呼
童
子
詰
問
経
巻
上
・
7
1
8
上
）

②
第
二
個
明
二
人
。
一
凡
夫
浅
識
。
謂
博
学
世
俗
経
書
不
信
到
嘲
。
即
起
見
入
。
二
深
著
五
欲
著
小
欒
而
忘
大
柴
。
不
應
鵠
此
五
人
説
也
。

（
法
華
義
疏
巻
第
六
・
5
4
1
上
）

③
中
根
之
人
但
保
執
小
教
謂
爵
到
樹
。
故
昔
不
懐
憂
也
。
　
（
同
右
巻
第
七
・
5
4
3
下
）

④
如
来
観
知
一
切
諸
法
之
所
蹄
趣
者
第
五
句
明
悌
知
一
切
法
終
蹄
到
樹
。
　
（
同
右
巻
第
八
・
・
5
5
9
下
）

⑤
又
馨
聞
人
但
置
小
栗
不
得
正
費
。
理
非
到
樹
行
不
萄
弘
。
　
（
法
華
経
玄
賛
巻
第
四
本
・
7
2
2
下
）

⑥
千
時
四
衆
既
意
重
如
来
心
尊
到
樹
。
聞
博
彿
語
借
受
無
疑
。
　
（
法
華
義
記
巻
第
二
5
7
7
上
）

⑦
大
乗
聾
者
亦
復
如
是
。
撃
妙
有
者
日
柄
到
樹
。
聞
畢
寛
空
而
生
誹
誘
。
　
（
妙
法
蓮
華
経
玄
義
巻
第
八
下
・
7
8
2
下
）

⑧
徳
居
渾
域
塵
所
不
染
。
出
自
天
眞
。
信
非
有
烏
。
故
託
以
顧
到
樹
囲
道
縁
起
之
妙
。
不
捨
生
死
而
無
清
汚
。
　
（
大
方
廉
価
華
厳
経
捜
玄

分
資
通
智
方
軌
巻
第
一
上
・
1
5
上
）

⑨
正
明
如
来
法
身
無
上
菩
提
到
樹
囲
道
。
契
窮
貿
相
徳
盈
海
奥
。
義
興
眞
本
顕
明
後
際
。
　
（
同
右
巻
第
一
上
・
1
5
下
）

⑩
三
終
教
者
。
定
性
二
乗
無
性
聞
捏
悉
常
成
係
。
方
志
大
乗
到
樹
之
説
。
立
烏
終
教
。
　
（
華
厳
経
探
玄
記
巻
第
一
・
1
1
5
下
）

⑪
最
正
覚
者
能
覚
之
妙
智
。
以
菩
薩
亦
有
随
分
正
餐
。
然
位
末
極
。
不
得
稀
最
。
今
就
到
樹
名
景
正
壁
。
　
（
同
右
巻
第
二
・
1
3
1
上
）

⑫
第
十
依
能
加
者
。
夫
聖
無
常
應
。
應
干
克
誠
。
心
英
司
樹
。
故
得
悌
加
。
　
（
大
方
廣
彿
華
厳
経
疏
巻
第
一
・
5
0
6
下
）

⑬
三
終
教
者
。
亦
名
賓
教
。
定
性
二
乗
。
無
性
聞
掟
。
悉
富
成
価
。
方
志
大
乗
到
樹
之
説
。
故
立
鵠
終
。
以
柄
宴
埋
。
故
名
馬
賓
。
　
（
同

右
巻
第
二
・
5
1
2
中
）



⑭
成
最
正
餐
示
能
費
智
。
開
悟
稀
党
離
倒
烏
正
。
至
極
名
最
獲
得
名
成
。
　
（
同
右
巻
第
四
・
5
3
1
下
）

⑮
大
乗
満
字
教
者
若
明
其
理
到
噛
。
平
等
無
得
正
観
不
二
寓
宗
。
　
（
仁
王
般
若
経
疏
巻
上
一
・
3
1
5
下
）

⑱
二
名
三
摩
鉢
底
。
此
云
等
至
。
等
義
如
前
。
至
謂
到
樹
。
謂
彼
寂
静
到
樹
虞
故
。
　
（
仁
王
経
疏
巻
上
末
・
3
7
7
上
）

⑰
饗
有
二
義
。
一
正
費
。
即
如
理
智
。
正
敏
眞
許
。
二
等
党
。
即
如
量
智
。
遍
観
俗
諦
。
皆
到
樹
無
連
。
故
云
無
上
也
。
　
（
般
若
波
羅
賓

多
心
経
略
疏
・
5
5
4
下
）

⑱
非
至
教
量
讃
髄
賛
有
。
到
嘲
之
教
故
名
至
教
。
亦
名
聖
教
量
。
　
（
倶
舎
論
記
巻
第
五
・
1
0
4
下
）

⑩
復
開
果
園
徳
中
智
園
徳
烏
四
。
一
無
師
智
者
。
謂
成
悌
時
無
師
故
。
二
一
切
智
者
。
謂
緑
共
相
理
到
樹
故
。
三
一
切
種
智
者
。
知
一
切

種
差
別
法
故
。
四
無
功
用
智
。
一
切
智
及
一
切
種
智
起
時
不
須
加
行
故
。
　
（
倶
舎
論
疏
巻
第
二
十
七
・
7
7
9
下
）

⑳
大
乗
起
信
論
者
蓋
乃
童
顔
到
樹
深
埋
之
妙
論
也
。
　
（
大
乗
起
信
論
義
疏
上
之
上
・
1
7
5
）

⑳
先
云
聖
言
今
言
至
教
者
。
即
到
樹
之
教
以
理
到
樹
無
間
内
外
皆
名
至
教
。
　
（
玲
伽
論
記
巻
第
六
下
・
棚
下
）

⑳
論
謂
極
成
有
法
極
成
能
別
　
　
述
日
。
下
示
相
有
四
。
一
顧
依
。
二
出
健
。
三
簡
濫
。
四
結
成
。
此
顧
依
也
。
極
者
。
至
也
。
成
者
。

就
也
。
到
樹
成
就
故
名
極
成
。
　
（
因
明
大
正
理
論
疏
巻
上
・
9
8
上
）

⑳
何
故
不
名
共
成
而
言
極
成
。
答
自
性
差
別
。
乃
是
諸
法
到
樹
成
理
。
由
彼
不
悟
。
能
立
立
之
。
若
言
共
成
。
非
願
眞
極
。
　
（
同
右
巻
上
・

9
9
下
）

⑭
且
解
。
埠
到
樹
埋
他
宗
故
違
。
困
置
目
許
。
故
得
無
過
。
　
（
因
明
大
正
理
論
義
纂
要
・
1
7
0
中
）

⑳
夫
起
信
論
者
。
乃
是
到
樹
大
乗
。
甚
深
秘
典
。
開
示
如
理
縁
起
之
義
。
其
旨
淵
弘
。
寂
而
無
相
。
其
用
慶
大
寛
廓
無
連
。
　
（
大
乗
起
信

論
序
・
5
7
5
上
）

⑳
猶
是
論
文
明
一
切
諸
法
即
是
無
生
。
故
云
即
化
。
令
玄
悟
之
賓
喪
諮
諭
於
朝
徹
。
此
寄
斥
震
旦
荘
周
。
以
珂
天
竺
外
道
。
艮
以
此
土
無

別
外
道
。
両
用
老
荘
以
烏
到
樹
。
是
以
斥
之
。
　
（
中
観
論
疏
序
・
4
上
）

「
堅
固
」
「
至
極
」
　
の
出
自
と
性
格
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六
八

⑳
遠
乃
歎
日
。
併
是
到
樹
。
到
樹
則
無
攣
。
無
欒
之
理
。
呈
有
窮
耶
。
因
著
法
性
論
日
。
到
樹
以
不
攣
烏
性
。
得
性
以
髄
極
烏
宗
。
　
（
高

僧
博
巻
第
六
・
3
6
0
上
）

⑳
呈
以
常
人
之
耳
目
用
通
於
到
樹
也
。
　
（
繚
高
僧
侍
巻
第
四
・
4
5
0
上
）

⑳
繹
静
蔵
。
俗
姓
張
。
澤
州
高
都
人
。
九
歳
出
家
。
投
清
化
寺
詮
禅
師
而
烏
師
主
。
訓
話
之
到
樹
附
大
獣
。
進
戒
巳
後
欒
思
定
業
。
　
（
同

右
巻
第
十
三
・
5
2
3
中
）

数
多
く
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
右
に
掲
げ
た
用
例
を
見
て
気
付
く
の
は
、
②
～
⑭
の
よ
う
な
仏
典
注
釈
書
類
に
「
至
極
」
が

多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
注
釈
書
に
対
し
て
、
法
華
経
・
華
厳
経
・
仁
王
経
・
般
若
心
経
・
倶
舎
論
・
大
乗
起
信
論
・

玲
伽
論
・
因
明
大
正
理
論
と
い
う
注
釈
の
対
象
と
な
っ
た
漢
訳
仏
典
に
は
「
至
極
」
の
例
が
見
ら
れ
な
い
。
前
節
に
掲
げ
た
大
毘
慮
遮
那
成

備
経
疏
・
百
法
顧
幽
抄
も
仏
典
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
⑳
～
⑳
と
前
掲
の
玄
笑
法
師
表
啓
の
例
は
、
漢
訳
仏
典
で
は

な
く
、
中
国
の
僧
侶
の
手
に
な
る
序
文
・
伝
記
・
表
と
い
う
文
章
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
摩
詞
止
観
の
例
は
「
至
極
」
が
熟
し
た
も

の
か
否
か
問
題
が
存
す
る
が
、
隋
の
智
額
の
講
説
を
弟
子
渾
頂
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
こ
の
類
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
漢
訳
仏
典
中
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
①
の
蘇
婆
呼
童
子
請
閉
経
の
例
を
見
出
し
た
程
度
で
あ
り
、
「
至
極
」
は
注
釈
書
或
い
は

中
国
撰
述
の
序
文
・
伝
記
類
に
偏
在
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

一
方
「
堅
固
」
は
漢
籍
に
お
い
て
そ
の
注
釈
中
に
多
用
さ
れ
る
と
い
う
偏
在
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
仏
典
に
お
い
て
は
、
漢
訳
仏
典
・
注
釈

書
と
も
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
て
偏
在
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
堅
固
」
と
「
至
極
」
に
見
ら
れ
る
こ
の
偏
在
の
共
通
点
・
相
違

点
を
も
と
に
、
二
つ
の
漢
語
の
有
す
る
性
格
を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
ず
、
漢
籍
本
文
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
注
釈
中
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
注
釈
の
行
わ
れ
た
漠
以
降
、
特
に
六
朝
・
唐
代

に
お
い
て
は
「
堅
固
」
「
至
極
」
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
籍
本
文
に
用
い
ら
れ
る
「
堅
固
」
に
は
、
漢

（9）

書
・
後
漢
書
・
新
語
で
の
使
用
例
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
漠
代
の
文
献
で
あ
る
。
こ
の
他
に
韓
非
子
で
の
使
用
例
が
一
例
見
ら
れ
る
が
、



明
代
に
校
補
さ
れ
た
本
文
で
あ
。
、
文
字
等
の
改
訂
が
多
く
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
世
の
言
葉
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
又
、
「
至
極
」
も
漠
代
又
は
そ
れ
以
降
の
漢
書
・
港
南
子
・
文
選
・
世
説
新
語
に
使
用
例
が
見
ら
れ
、
こ
れ
以

外
に
は
荘
子
で
の
使
用
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
荘
子
に
使
用
さ
れ
た
「
至
極
」
は
「
極
。
に
至
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
。
、
語
と
し
て
熟
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
堅
固
」
「
至
極
」
は
漠
代
以
降
に

広
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
四
書
五
経
の
よ
う
な
当
時
と
し
て
は
古
典
と
も
な
っ
た
文
献
の
言
葉
を
わ
か
。
易
く
注
釈
す
る
場
合
に
多
く
使
用
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
「
堅
固
」
「
至
極
」
と
も
に
当
時
の
二
般
人
に
と
っ
て
、
わ
か
り
易
い
言
葉
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
あ
え
て

言
う
な
ら
ば
、
四
書
五
経
の
如
き
漢
籍
本
文
中
の
言
葉
に
比
し
て
、
「
堅
固
」
「
至
極
」
は
当
時
の
口
頭
語
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
も
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
至
極
」
が
仏
典
注
釈
書
中
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
で
も
言
い
得
る
と
思
わ
れ
る
。
漢
訳
仏

典
中
に
「
至
極
」
が
少
な
い
こ
と
は
、
漢
訳
と
い
う
翻
訳
行
為
に
お
い
て
は
、
な
に
が
し
か
の
文
章
規
範
意
識
が
は
た
ら
い
て
、
口
頭
語
的

性
格
を
有
す
る
「
至
極
」
の
使
用
が
避
け
ら
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏
典
注
釈
書
は
仏
典
中
の
難
解
な

語
句
や
教
義
を
よ
。
わ
か
。
易
く
説
く
た
め
に
「
至
極
」
を
多
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
又
、
序
文
・
伝
記
等
に
見
ら
れ
る
「
至

極
」
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
が
翻
訳
行
為
か
ら
離
れ
た
所
に
位
置
す
る
た
め
に
、
当
時
の
口
頭
語
的
性
格
を
有
す
る
言
葉
が
顔
を
出
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
漢
訳
仏
典
で
あ
る
蘇
婆
呼
童
子
請
閉
経
の
例
は
、
童
子
の
問
い
と
答
え
と
い

う
問
答
形
式
の
文
体
が
理
由
と
な
っ
た
使
用
例
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
堅
固
」
は
「
至
極
」
と
同
様

に
当
時
の
口
頭
語
的
な
性
格
を
有
す
る
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仏
典
翻
訳
の
過
程
で
た
ま
た
ま
訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
が
た
め

に
、
漢
訳
仏
典
・
注
釈
を
問
わ
ず
仏
典
中
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

仏
典
の
翻
訳
・
注
釈
に
は
様
々
な
僧
侶
が
関
係
し
て
お
。
、
そ
の
出
身
・
経
歴
に
よ
っ
て
も
そ
の
文
章
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
よ
う
で
あ

る
。
又
、
中
国
語
学
に
お
け
る
口
頭
語
的
性
格
認
定
の
手
続
き
に
つ
い
て
筆
者
は
知
識
を
有
き
ず
、
調
査
文
献
の
範
囲
・
分
量
と
も
に
多
く

「
堅
固
」
「
至
極
」
の
出
自
と
怪
格
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二
七
〇

の
問
題
点
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
結
論
に
は
慎
重
を
要
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た
範
囲
で
「
堅
固
」
「
至
極
」
の
性
格
を

ま
と
め
る
な
ら
ば
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
山
田
博
士
の
言
に
重
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
漢
貌
六
朝
時
代
の
漢
語
は
、
四
書
五
経
等
漢
籍
の
注
釈
に
よ
っ
て
も
日
本
に
伝
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
後
は
こ
れ
ら
漢
籍

注
釈
中
の
漢
語
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
又
、
仏
典
に
お
い
て
も
漢
訳
仏
典
と
注
釈
書
等
の
中
国
撰
述
書
と
の
扱
い
に
は
留
意
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
説
か
れ
て
き
た
ジ
ャ
ン
ル
別
の
分
類
と
と
も
に
、
漢
籍
注
釈
・
仏
典
注
釈
書
中
の
漢
語
に
注
目
し
、
そ
こ
に
認
め

ら
れ
る
漢
語
の
性
格
、
特
に
そ
の
漢
語
が
中
国
で
何
時
頃
広
く
用
い
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
又
、
文
章
語
的
性
格
を
有
す
る
の
か
、
口
頭
語

的
性
格
を
有
す
る
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
語
の
日
本
へ
の
流
入
経
路
を
よ
り
明
確
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
日
本
に
お
け
る
漢
語
の
受
容
を
考
え
て
い
く
上
で
、
中
国
に
お
け
る
文
章
語
的
な
漢
語
と
口
頭
語
的
な
漢
語
と
の

間
で
、
そ
の
受
容
実
態
に
差
が
生
ず
る
の
か
否
か
と
い
う
点
も
今
後
の
研
究
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

む
　
す
　
び

前
稿
で
取
上
げ
た
「
堅
固
」
に
つ
い
て
、
そ
の
未
解
明
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
過
程
で
、
漢
籍
本
文
と
注
釈
と
の
問
で
、
そ
の
使
用
に
大

き
な
差
が
存
す
る
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
。
そ
れ
を
起
点
と
し
て
、
「
至
極
」
を
も
取
上
げ
て
中
国
に
お
け
る
漢
語
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
本
稿
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
前
稿
に
お
け
る
誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
堅
固
」
「
至
極
」
の
二
語

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。

漢
籍
本
文
や
主
要
仏
典
に
つ
い
て
は
、
今
日
多
く
の
二
子
索
引
が
公
刊
さ
れ
、
用
例
検
索
が
非
常
に
簡
便
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
注
釈
書
に
つ
い
て
は
索
引
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
注
釈
中
の
漢
語
を
見
逃
す
原
因
と
な
っ
て
き
た
。
本
稿
で
の
調
査
は
、
と
り
あ
え
ず
手
許

に
あ
る
文
献
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
調
査
文
献
の
種
類
・
分
量
と
も
に
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。
又
、
二
語
の
み
の
調
査
で
あ
る
た



め
に
、
こ
の
二
語
に
つ
い
て
特
別
に
言
い
得
る
こ
と
で
あ
る
の
か
、
そ
の
他
に
も
同
様
の
漢
語
が
存
す
る
の
か
、
明
確
な
こ
と
は
何
も
な
い

現
状
で
あ
る
。
更
に
、
中
国
語
学
に
疎
い
故
に
、
注
釈
書
中
の
言
葉
に
つ
い
て
、
先
学
の
論
を
検
討
す
る
こ
と
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
、
口
頭
語
的
性
格
を
指
摘
す
る
際
に
思
わ
ぬ
誤
り
を
犯
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

前
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
察
に
よ
っ
て
新
た
に
考
え
ら
れ
る
今
後
の
漢
語
研
究
上
の
課
題
に
つ
い
て
少
々
触
れ
た
が
、
果
し
て
漢
語
受

容
史
研
究
に
お
い
て
有
効
に
生
き
て
く
る
の
か
否
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
た
だ
、
か
か
る
考
察
が
漢
語
受
容
史
研
究
に
有
効
か
否
か
に
つ
い

て
見
極
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
問
題
と
課
題
を
か
か
え
た
先
の
見
え
な
い
研
究
で
は
あ
る
が
、
今
し
ば
ら
く
続
け
て
み
た
い

と
思
う
。

注（
1
）
　
山
田
孝
雄
博
士
『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』
（
昭
和
十
五
年
四
月
、
宝
文
館
出
版
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
論
考
が
公
に
さ
れ
て

い
る
。
文
体
（
特
に
和
漢
混
清
文
）
と
漢
語
の
出
自
と
の
関
係
は
、
峰
岸
明
博
士
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
撃
的
研
究
』
（
昭
和
六
十
一
年
二
月
、

東
京
大
学
出
版
会
）
に
説
か
れ
る
。
山
本
真
吾
氏
は
「
「
龍
蹄
」
小
考
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
四
十
八
巻
、
昭
和
六
十
四
年
二
月
）
に
お
い
て
、

漢
語
受
容
史
研
究
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
示
さ
れ
て
お
り
、
参
考
と
な
る
。

（
2
）
　
宇
都
宮
啓
吾
「
本
邦
の
僧
伝
資
料
に
於
け
る
漢
語
「
誕
生
」
の
用
法
に
就
い
て
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
六
韓
、
平
成
五
年
五
月
。

（
3
）
　
注
（
1
）
文
献
。

（
4
）
　
拙
稿
「
「
堅
固
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
六
構
、
平
成
五
年
五
月
。

（
5
）
　
「
宋
本
十
三
経
注
疏
」
（
中
文
出
版
社
）
を
使
用
し
た
。

（
6
）
宇
多
天
皇
御
記
・
醍
醐
天
皇
御
記
・
村
上
天
皇
御
記
・
二
条
天
皇
御
記
・
後
朱
雀
天
皇
御
記
・
後
三
条
天
皇
御
記
は
、
増
補
史
料
大
成
「
歴
代
廣

記
」
所
収
、
貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
御
堂
関
自
記
・
後
二
條
師
通
記
は
大
日
本
古
記
録
、
権
記
・
左
経
記
・
春
記
・
水
左
記
・
帥
記
は
増
補

史
料
大
成
所
収
の
本
文
に
よ
っ
た
。

（
7
）
　
「
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
笑
法
師
表
啓
古
粘
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
四
韓
、
昭
和
三
十
年
五
月
。

（
8
）
　
澤
潟
久
孝
『
萬
葉
集
注
繹
』
に
詳
し
い
。

（
9
）
　
注
（
4
）
文
献
参
照
。

「
堅
固
」
「
至
極
」
の
出
自
と
性
格




